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く在宅を見据えた退院支援のスキルが、訪問看護師に

は小児急性期看護のスキルが求められます。みらいで

年1回開催している「小児在宅支援研修会」では、訪

問看護師を中心にさまざまな看護職が参加し、医療依

存度の高い児に対するケアや在宅で求められる視点な

どを学んでいます。その一方、本会でも2018年から

NICU看護師に対する教育プログラムの作成に着手。

退院支援に取り組める人材を医療機関内に継続的に育

成していくことがねらいです。このような人材育成に

より、NICUから在宅まで継続した看護が展開できよ

うにすることを目指しています。

　重症心身障がい児が増えている現状において、その

在宅支援体制の整備は重要な課題です。しかし、重症

心身障がい児がどのように生活しているかは、あまり

社会で知られていないように思われます。本会がみら

いの事業に取り組むことで、児に対する支援が“見え

る支援”になることを期待しています。そしてそれが、

児は家族の愛情を受けながら安心して生活でき、家族

はその成長に幸せを感じられる──そんな在宅支援に

つながっていくことを願っています。

治療や機能訓練による

食事状況の改善がうまく

いかず、食事支援に行き

詰まっている人にオスス

メの１冊。機能向上が難

しい患者さんでも、がん

ばらずに、苦痛なく、楽

しく、安全に食べられる

ことを目指した「環境的

アプローチ」を解説して

います。患者さんの状態に合った食事姿勢や食具選択を

はじめ、シンプルで実施しやすい食事支援が学べます。

ナースが地域の自慢のおみやげをご紹介！

自慢の

おみやげ
Collection 岐阜県看護協会

会長
石山光枝さん

今回の推薦者

イチゴ、バナナ、栗、粒あんが、ふわふわなお餅とマイルドな

ホイップクリームに包まれた大福。甘さ控えめでフルーツの味

が生きています。季節ごとに登場する限定品も楽しみ。手土産

の定番です。1個　280円（税別）

養老軒 本店　0574–53–6291　http://www.yoroken.com/

vol.8
岐阜県 ふるーつ大福

看護の学びに
役立つ情報を紹介します

みがき

Let’s

みがき vol.8
551×257

佐藤彰紘　著／深松幸子　編集協力
医歯薬出版
2400円（税別）

がんばらなくても誤嚥は減らせる！
シンプル食サポート
誰でもできる 毎日できる 高齢者の食事支援

重症心身障がい児が在宅で生活できるよう
行政と連携を図りながら看護の力を生かす

公益社団法人　岐阜県看護協会
会員数／ 12122名
　　　　（2019年8月31日現在）
住所／岐阜県岐阜市薮田南5-14-53

（写真上）小児在宅支
援研修会には多くの看
護職が集まった

（写真下）みらいの機
関誌（年2回発行）

7No.125   Tiara



Tiara122� P8

AL0-A008-1125-00

ベスリクリニック
保健師
長田梨那さん

解説

夢を叶えた自分を認めてあげましょう。
そのうえで新しい目標を探すことが大切です。

憧れの看護師になったのにやる気が出ません。
仕事ができるようになってもやりがいが感じられず……。

ナース
の

ストレ
ス攻略

術

心のモ
ヤモヤ

を

スッキリ
解決！

今回のストレス

vol.6

看護師になりたての頃は、覚えること、勉強すること

が多く大変だったと思います。それが今では、できるこ

とが増えた分、新鮮な体験も減り、業務が流れ作業のよ

うに感じられてしまうのかもしれません。

やる気が出ないときの原因は、「身体」と「考え方」の

大きく２つに分けられます。身体の場合は、疲れが大き

な原因。睡眠や休養を十分にとり、エネルギーを補充し

てあげてください。考え方の場合は、目標を見失ってい

ることが考えられます。まずは、看護師になる夢を叶え

た今のあなたを認めてください。そのうえで、新たに今

後の目標を立てましょう。

看護師の働き方の選択肢は幅広くあります。興味のあ

る診療科へ異動したり、認定看護師の資格を取得するこ

ともできますし、働く病院の規模を変えてみてもよいで

しょう。あなたの悩みは、成長した結果であり、悩みは

さらなる成長のチャンスです。看護師に憧れていた気持

ちのように、今後の人生がワクワクするような新しい目

標をみつけてはいかがでしょう。目標とする先輩、ある

いは医療とは関係なく頑張っている人の話は、忘れてい

た大切なものを思い出すヒントになるかもしれません。

悩んでいると、目線も心も伏せがちになります。視線を

上げて、みつめる世界を広げてみましょう。
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● 発行者／ニプロ株式会社　大阪市北区本庄西 3-9-3 ● 編集協力／ナース専科PLUS編集部


